
平成2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

道府県・政令市名【 茨城県 】 

１ 実践テーマ 【Ⅰ・Ⅴ】  

２ 実施対象者 茨城県立水戸桜ノ牧高等学校常北校 １・２年生 ６２名 

 １年生 ３２名（男子２３名，女子 ９名） 

 ２年生 ３０名（男子１７名，女子１３名） 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（保健体育） 

２ 行事名（    ） 

③ その他（オリパラ講演会） 

（２）地域における活動 

  １ イベント名（    ） 

  ２ その他  （    ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 オリンピックついて学習することを通して，スポーツの素晴らしさや生涯ス

ポーツに対する意識の高揚を図ると同時に，２０２０東京オリンピック・パラ

リンピックへの機運を高めるきっかけとしたい。 

５ 取組内容 （１）事前準備 

 ア 授業を通して 

   オリンピック・パラリンピックの歴史や意義を保健体育の授業を通して 

調べた。 

 イ 講師の選定・依頼 

   当初の計画ではＪＯＣ関係の方の講演とオリンピアンによる講演の二 

本柱を考えていたが，授業等を通して生徒のオリンピックに関する興味が 

低かったので，計画を変更し今年度はオリンピック・パラリンピックの意 

義や歴史に関して学ぶことを第一目標とした。 

（２）講演会 

 ア 期日 平成３０年２月１６日（金）１０：５０～１３：００ 

 イ 場所 水戸桜ノ牧高等学校常北校体育館 

 ウ 講師 公益財団法人 日本オリンピック委員会 

      ＪＯＣ国際人養成アカデミーディレクター 相馬浩隆 氏 

 エ 演題 「オリンピック・パラリンピックの価値」 

       （グループワークとアクティビティ） 

（３）事後学習 

   体育の授業で，現在開催されている冬季オリンピックの話題を提供した 

り，実際の競技を視聴させたりしてオリンピックに対する関心を持たせ 

た。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

 生徒から見た「オリンピック」は決して身近な存在ではない。しかし，講演

会の開催時期が冬季オリンピック開催中であったことがタイムリーであった

と感じる。 

 「オリンピック」について，導入段階でクイズ形式の発問から講演が始まり，

なかなか正解に結びつかない生徒が多かったが，関心は高められたと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に「オリンピックムーブメント」についての説明があり，難しいことをわ

かりやすく説明していただいた。続いて，グループでのアクティビティに移り，

生徒たちは生き生きと活動していた。「オリンピックムーブメント」の中心的

価値である 

①Ｅｘｃｅｌｌｅｎｃｅ，②Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ，③Ｒｅｓｐｅｃｔをア 

クティビティにより体感させるもの 

であった。我々教員も一緒に活動し， 

ベストを尽くすために，共に協力し 

ながら考えを出し合い，ルールに則 

り活動できた。現在行われているオ 

リンピックのメダリストたちのイン 

タビューを視聴し，アスリートの言 

葉の中に，今学んだオリンピックムーブメントの価値が込められているこ 

とを知ることができた。 

  次にグループワークに移り，自分たちの日常生活の中で存在する「オリン 

ピックムーブメント」の考え方を５ 

人～６人で話し合い，模造紙にまと 

めるワークをした。話し合いの中で 

お互いを認め合うう場面，自分の考 

えをはっきりと主張する場面を見る 

ことができた。 

  

 

 



 最後にグループごとにそれぞれの 

考えを出して発表が行われ講演が終 

了した。 

 生徒たちの心に「オリンピックム 

ーブメント」の考えが確実に残った 

ことを確信した。ＪＯＣディレクタ 

ーの相馬浩隆先生は，本当にわかり 

やすく，生徒の目線に立って，心を 

引き付けた講演をしていただき感謝 

しております。さらに来年度はオリ 

パラへの活動レベルを上げられるよ 

う取り組んでいきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 実践におい 

て工夫した点

(事業の特色) 

 

 冬季オリンピック開催中に事業を行うことにより，オリンピックへの関心

度が高いと考え，あえてこの時期に実施した。 

 講師の先生には事前に生徒たちの実態やスポーツに関する関心度等を説明

して，講演内容について入念な打ち合わせを行った，  

８ 主な課題等  グループワークとアクティビティを体育館で 

実施したことはよかった。また，事前にグルー 

プ分けを行ってオリンピックに関する活動を行 

っていれば，さらに効果は上がったように思う。 

９ 来年度以降 

の実施予定 

 オリンピック・パラリンピックへの関心を高く持たせ，「オリンピックにボ

ランティアとして参加したい」など活動レベルを上げられるような講演会（学

習）を実施したい。また，オリンピアンを招聘しての講演会も計画したい。 

 


